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1.お使いになる前に

4.Bluetooth搭載端末機器とのペアリング（接続認証）

お使いになる前に梱包内容、
製品各部の名称や製品仕様をパッケージでご確認ください。
もし不足しているものがあれば、お買い求めの販売店にご連絡ください。
※本製品のPINコード（パスキー）は0000です。
※本製品にACアダブターは付属しておりません。

付属品がすべて揃っていることを確認します。
●Bluetoothヘッドセット

●イヤフック

●イヤピース（S／M／Lサイズ）※Mサイズは出荷時に装着済み

●USBケーブル（充電用）

●取扱説明書（本書）

3.はじめにやっていただきたいこと

本製品をお使いになる前に、充電をしていただく必要があります。

1.あらかじめパソコンの電源をONにしておきます。
2.本製品の充電用ポートに付属のUSBケーブル（充電用）の
　microUSBコネクタを接続します。
　反対側のUSBコネクタをパソコンのUSBポートに接続します。
3.充電が開始されると赤のLEDが点灯します。
4.充電が完了すると青のLEDが点灯します。
　USBケーブル（充電用）を抜いてください。
【注意】●最初の充電には約90分かかります。導入後の日常の充電時間はバッテリー残
量によって異なります。【警告】●充電には、付属のUSBケーブル（充電用）のみお使い
ください。尚、充電中はご使用できません。

ペアリング（接続認証）とは本製品とBluetooth機器とをお互いに登録し、接続するため
のものです。一度ペアリングを行なったBluetooth機器とは再びペアリング設定をする
必要はありません。
●お使いのスマートフォン、携帯電話等の機種によって表示、操作方法は異なります。必
ずご利用いただいている機種のマニュアルをご参照ください。●PINコード（パスキー）の
入力を要求されましたら、「0000」を入力してください。●ペアリングが失敗した場合は
本製品の電源をOFFにし、再度「手順1」からやり直してください。●本製品は2台の
端末機器を同時に接続状態にできるマルチポイント機能付です。これにより2台の端末
機器で切り替え使用が可能です。

手順1.本製品の電源がOFFになっていることをご確認ください。
手順2.本製品のファンクションボタンを長押しし、ピンクのLEDが点滅した後、
　　　更にボタンを長押しするとペアリングモードになり、
　　　赤と青のLEDが交互に点滅します。
手順3.スマートフォン、携帯電話等のマニュアルに従って、
　　　端末機器とのペアリングを行なってください。
　　　ペアリングしたい端末機器から本製品が見つかると、
　　　デバイス名「BT-07」が検索画面上に表示されますので選択して登録し、　
　　　更に接続プロファイルの選択がある場合には
　　　HFP（端末機器によってはハンズフリー機能か電話の音声など）
　　　を選択して接続してください。

手順4.ペアリングが完了し、端末機器との接続状態になると、
　　　青のLEDが8秒間隔の点滅に変わります。
【注意】●本製品と接続を行なうスマートフォン、携帯電話等との距離を近くし、障害物がない
状態でペアリングをおこなってください。●すべてのスマートフォン、携帯電話等との組合わせでの
動作は保証しておりません。詳しくはお客様商品お問合せ番号にお問合せください。

2.各部の名称

①○ボタン

②○ボタン

③ファンクションボタン

④LEDインジケーター

⑤イヤホン

⑥マイク

⑦充電用ポート

接続のときに必要な情報です

※1　パスキーは、Bluetooth  v2.0以下の規格の機器と接続する場合に必要です。

●携帯電話やオーディオプレーヤーなどから
　検索するときの本製品の名称

●パスキー 

BT-07

0000※1

Bluetooth v3.0 + EDR

2.402～2.480GHz

Frequency Hopping Spread Spectrum 

2mW（Class2）

最大10m（障害物なきこと）

HFP, HSP

通話時11mA／待機時0.5mA

適 合 規 格

キ ャ リ ア 周 波 数

周 波 数 拡 散 方 式

送 信 出 力

通 信 距 離

対 応プ ロファイル

消 費 電 流

各状態のLED表示

赤が点灯

青が点灯

4秒間隔で青が1回点滅※

赤と青が交互に点滅※

8秒間隔で青が1回点滅※

充 電 中

充 電 完 了

端 末 機 器 と 非 接 続 状 態

ペ ア リ ン グ 中

端 末 機 器 と 接 続 状 態

L E D 表 示状 態

※電池残量が少なくなると30秒間隔で警告音が鳴り、青のLED表示は赤に変わります。
（赤と青のLED表示の場合は赤だけに変わります。）

6.基本仕様

取扱説明 書
BT-07

本書は、本製品の取扱いについて説明しております。
本製品をお使いになる前に必ずお読みになり、
正しくご使用ください。
また裏面の注意事項も必ずお読みください。

5.基本操作

電源
＞パワーをオンする
ファンクションボタンを長押しし、青のLEDが点滅した際にボタンを放すと、端末機器との接続
待ち状態になります。また、ペアリングが完了している端末機器がある場合には、自動的に接続
状態になります。
＞パワーをオフする
ファンクションボタンを長押しすると、赤のLEDが点滅した後、パワーがオフします。
※接続待ち状態が約5分間続いた場合、自動的にパワーがオフします。

通話
＞電話を受ける
着信中にファンクションボタンを短押しすると通話状態になります。
＞電話を受けない
着信中にファンクションボタンを約2秒間長押してください。着信を拒否して着信が終了します。
＞電話を切る
通話中にファンクションボタンを短押しすると、通話が終了し、端末機器との接続状態に戻ります。
＞第三者からの電話を受ける
通話中で第三者からの着信中にファンクションボタンを短押しすると、通話中の電話が終了し、
第三者との通話状態になります。
＞電話をかける
端末機器でダイヤルし発信中もしくは通話中に音声を端末機器から本製品へ切換えてください。
（音声切換方法については下記参照）
＞リダイヤルする
端末機器との接続中に、ファンクションボタンを短く2回押してください。
＞端末機器との間で音声を切り替える
発信中または通話中に○ボタンを約2秒間長押しすると、音声が他方へ切り替わります。
＞音量を上げる
通話中に○ボタンを短押しすると、通話音量が1ステップ上がります。
＞音量を下げる
通話中に○ボタンを短押しすると、通話音量が1ステップ下がります。
＞音量調整
音量の調整は16段階の切り替えが可能です。
＞音声コントロール（Siri等）を行う
端末機器との接続中にファンクションボタンを約2秒間長押ししてください。
＞マルチポイント（2台目に接続した端末機器に対して）
リダイヤルと音声コントロールはご使用できません。

－

＋

－

④
⑤

⑦

⑥　

本製品を正しくお使いいただくために、以下の重要な注意事項を必ずお守りください。

●車の運転中にはヘッドセットを使用しないでください。また歩行中でも、駅のホームや交差点、
工事現場などでは本製品の使用を中止し、周囲の状況をよくご確認ください。●本製品から異臭
や煙が出たときは、ただちに使用を中止しパワーオフをして、充電中の場合は、付属のUSBケー
ブル（充電用）をパソコンまたは充電器などのUSB電源から抜いてください。その後は本製品をご
使用にならず、販売店にご相談ください。●本製品は精密な電子機器です。高温、多湿の場所、
長時間直射日光の当たる場所での使用・保管は避けてください。また、周辺の温度変化が激しい
と内部結露によって誤動作する場合があります。●本製品を高温の車内に放置しないでくださ
い。長時間放置しておくと、内部電池の破裂、発火、故障の原因となります。●充電には付属の
USBケーブル（充電用）以外使用しないでください、発火・故障の原因となります。●充電終了後
はUSBケーブル（充電用）を取り外してください。また、必要な充電時間を越えても充電が完了し
ない場合も、USBケーブル（充電用）をいったん取り外してください。●着信音の設定には十分気
をつけてください。着信音に驚いて事故の原因となったり、心臓に影響を与える場合があります。
●分解、改造をしないでください。火災や感電、やけどの原因になります。●接続に使用するケー
ブルを傷つけないでください。火災や断線の原因になります。●病院内や航空機内などでの使用
は避けてください。特定医療機器や航空機など、計器類に異常を与える原因になります。

警告（死亡または重傷などを負う可能性が想定される内容です。）

●AndroidはGoogle Inc.の登録商標または商標です。●docomo/FOMAは日本電信電話株式会社
（NTTグループ）・株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモグループ各社の登録商標です。●SoftBank/3G/VGS
はソフトバンクの名称ロゴは日本国および他国におけるソフトバンク株式会社の商標または登録商標です。
●au（KDDI）、およびau（KDDI）ロゴ、CDMA 1X WINは、KDDI株式会社の商標または登録商標です。
●iPhoneはApple Inc.の商標です。iPhoneはアイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
●Bluetooth® のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG、Inc. が所有する登録商標であり、[ライセン
シー名]はこれらのマークをライセンスに基づいて使用しています。その他の商標およびトレードネームは、それ
ぞれの所有者に帰属します。

受付時間：平日午前10時～午後6時

0570-666-570
〒222ー0001 横浜市港北区樽町4ー5ー14
www.osma.co.jp

8.取扱上の注意

ノイズやエコー音が入る
ペアリング相手との距離を変えてみる。音量を調整してみるなどをお試しください。

●本製品は精密機器です。落としたり、強い衝撃を加えないでください。
●本製品が汚れたときは、水または中性洗剤を少量含ませた柔らかい布で拭いてください。
　ベンジンやシンナーを使用すると変形、変色の原因となります。

注意（傷害を負う可能性が想定される場合および物的損害のみの発生が想定される内容です。）

その他

正しくお使いいただく前に

内蔵電池について

廃棄について

保証について

電波に関する注意

その他　このようなことにも注意してください

内蔵電池は、正常に使用した場合でも劣化する消耗品です。
内蔵電池の消耗は特性であり、故障ではありません。
保証期間内においても内蔵電池は有償保証となります。

●本製品を使用せず、長時間保管していた場合、バッテリー性能は低下します。
　何回か充放電を繰り返すと回復します。
●周囲温度が低い環境では、使用時間が短くなります。

本製品の廃棄については、各自治体の指定方法に従い処理をしてください。
本製品はリチウムイオン電池を使用しています。

保証書

品名

保証期間

ワイヤレスハンズフリー
型番

BT-07

販売店

　　　年　　月　　日から　電池：　　　　   本体：　3ヶ月間 1年間

店名・住所

●本製品は、電波法に基づく小電力データ通信システムの無線局の無線設備として、技術
基準適合証明を受けています。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありませ
ん。また、本製品は日本国内でのみ使用できます。●本製品は、技術基準適合証明を受けていま
すので、以下の事項をおこなうと法律で罰せられることがあります。・本製品を分解／改造するこ
と・底面の印刷を消去すること●本製品は、次の場所で使用しないでください。・電子レンジ付近
の磁場、静電気、電波障害が発生するところ、・2.4GHz付近の電波を使用しているものの近く
（環境により電波が届かない場合があります。）●本製品は、以下の機器や無線局と同じ周波数
帯を使用します。・産業・科学・医療用機器・工場の製造ライン等で使用されている移動体識別
用の無線局①構内無線局（免許を要する無線局）②特定小電力無線局（免許を要しない無線
局）●本製品を使用する場合、上記の機器や無線局と電波干渉する恐れがあるため、以下の事
項に注意してください。1.本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特
定小電力無線局が運用されていないことを確認してください。2.万一、本製品から移動体識別用
の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合は、速やかに本製品の使用場所を変え
るか、または電波の発射を停止して電波干渉を避けてください。

1.取扱説明書等の注意事項に従った正常な使用状態で故障した場合には、お買い求め
の販売店、または当社が無償修理をいたします。2.保証期間内に無償修理を受ける場合
は、商品と本書をご提示のうえ、お買い求めの販売店または当社にご依頼ください。3.保証
期間内でも次の場合には有償となります。1）使用上の誤り及び不当な修理や改造による
故障及び損傷。2）お買い求め後の落下等による損傷。3）火災、地震、水害、落雷、その他
の天災地変、公害や異常電圧による故障及び損傷。4）本保証書の提示がない場合。5）
消耗部品を取り替える場合。4.端末機器などに登録されたデータの消失は保証の対象にな
りません。5.本保証書は日本国内においてのみ有効です。 This warranty is valid only 
in Japan.6.本保証書の再発行はいたしません。

●屋外で使用する際は、周りの安全に十分注意してください。●水気の多い場所での使用や
管理は行なわないでください。発火、故障、感電の原因になります。●小さなお子様の手の届くと
ころに保管しないでください。●本製品は精密な電子機器のため、衝撃や振動の加わる場所、
強い磁力の発生する場所、静電気の発生する場所などでの使用・保管は避けてください。
●車載機器と電波干渉が起こる場合は使用しないでください。●充電中は、本製品およびUSB
ケーブル（充電用）の周りに物を置かないでください。発熱、発火、火災、やけどの原因となりま
す。●ご使用の際は、接続端末機器の取扱説明書の指示に従ってください。本製品はパソコン
や携帯電話などと無線通信による使用が可能ですが、接続先の端末機器により設定方法や注
意事項が異なります。ご使用の際はこれらの端末機器の取扱説明書をよく読み、注意事項に
従ってください。●定期的に充電を行なってください。本製品を使用しない場合でも、1ヶ月に1回
を目安に充電を行なってください。●日本国以外では使用しないでください。本製品は日本国内
専用です。国外では独自の安全規格が定められており、本製品が規格に適合することは保証
いたしかねます。また、海外からのお問い合わせに関しても一切応じかねますのでご注意ください。

3.7V リチウムイオン電池

55mA

90分

4時間

90時間

-15～60℃

約24×42×16mm（イヤフック、ケーブルを除く）

約5g（イヤフック、ケーブルを除く）

使 用 電 池

充 電 電 流

充 電 時 間

連 続 通 話 時 間

連 続 待 機 時 間

動 作 温 度

外 形 寸 法

重 さ

6070-1029

●2.4GHz帯を使用する無線LAN（IEEE802.11g/b/n）との併用は、電波
干渉の発生により利用できない場合があります。●本製品に対して、すべての
Bluetooth機器の動作を保証するものではありません。

7.困ったときは・・・

基本操作やペアリング時

携帯電話・スマートフォン利用時

電源が入らない
本製品が充電されているかどうかを確認してください。
充電されていない場合は、本製品を充電してください。
　
Bluetooth搭載端末機器とペアリングできない
①接続先端末機器側のBluetooth機能が使用可能な状態であることを確認してください。
　ペアリング状態が時間切れのため終了している場合は、再度ペアリング状態にして設定する
　必要があります。
②ご使用の端末機器が本製品のプロファイルに対応しているかをご確認してください。

着信前に留守番転送されてしまう
着信から留守番電話サービスに転送するまでの時間が短く設定されていると、本製品に音声が
転送される前に留守番転送されてしまいます。このような場合は、留守番電話サービスへの転送
時間を長めに設定してください。

発信中にイヤホンが使えない
携帯電話から発信した場合、発信後に通話音の入出力先を携帯電話本体からBluetoothヘッド
セットへ切り替えることが必要です。操作方法は、携帯電話の取扱説明書をご参照ください。
尚、本製品でも発信中や通話中に○ボタンを約2秒長押しすることにより、通話音の入出力先を
切り替えることができます。

【一般的な操作例】
iPhone5=発信後、音声出力先に本製品（BT-07）を選択。
Android=発信後、Menuボタンを押し、Bluetoothのボタンを押す。
docomo=発信後、「通話」ボタンを押す。
au=発信後、「Z」ボタンを押す。
SoftBank=機種により操作が異なります。ご使用の機種の取扱説明書をお読みください。

着メロが鳴らない
端末機器の機種によっては、本製品の着信音に端末機器側の着メロが鳴らない場合があります。

他の端末機器で利用後、毎回ペアリングが必要になった
auの場合、本製品が既にペアリング設定済みでも他の端末機器で利用後は、再度ペアリング
からやり直す必要がある場合があります。

－


